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仲
間
と
競
争
せ
ず
、
弱
い
人
と
共
に
団
結
し
て
闘
お
う
。 

 

な
く
そ
う
差
別
！
運
転
免
許
証
の
本
籍
地
記 

仲
間
と
競
争
せ
ず
、
弱
い
立
場
の
人
と
共
に
団
結
し
て
闘
お
う
。 

期
間
雇
用
社
員
の
希
望
者
全
員
の
正
社
員
化
を
。 

め
ざ
せ
、
均
等
待
遇
、
な
く
そ
う
差
別
！ 

ユ
ニ
オ
ン
は
労
契
法
裁
判
に
勝
利
す
る
ぞ
！ 

 Ｔ
ｗ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
ま
し
た
！

 
未
来
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
も
見
れ
ま
す
。
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ユ
ニ
オ
ン
長
崎
で
検
索
！

 

 

お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

攻
が
五
百
日
を
超
え
、
ダ
ム

ま
で
破
壊
さ
れ
、
信
じ
ら
れ

な
い
戦
争
犯
罪
が
い
よ
い
よ

広
が
り
、
テ
レ
ビ
な
ど
で
は

「
次
は
核
戦
争
で
は
」
と
ま

で
言
う
人
も
い
る
。 

 

も
し
核
戦
争
＝
第
三
次
世

界
大
戦
で
は
、
壊
滅
的
な
事

態
と
な
る
こ
と
は
容
易
に
想

像
で
き
る
が
、
人
は
ど
こ
ま

で
残
酷
と
な
り
、
殲
滅
戦
＝

皆
殺
し
と
い
う
思
想
に
な
れ

る
の
だ
ろ
う
か
。 

 

国
会
の
会
期
末
を
二
十
一

日
に
控
え
、
次
々
と
重
要
法

案
が
強
行
的
に
可
決
さ
れ
、

解
散
総
選
挙
を
含
み
、
一
気

に
緊
迫
度
が
増
し
て
い
る
。

選
挙
で
受
け
て
立
と
う
。 

 

法
の
一
つ
は
改
正
入
管
法

で
あ
る
。
難
民
申
請
中
で
あ

っ
て
も
強
制
送
還
が
で
き
る

悪
法
で
あ
る
。 

二
つ
は
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
理
解
増

進
法
で
あ
る
。
性
的
差
別
否

定
の
法
で
は
な
く
、
逆
に
性

の
多
様
性
と
人
権
を
否
定
す

る
日
本
的
な
国
家
主
義
、
画

一
主
義
的
な
法
で
あ
る
。 

 

入
管
法
は
表
を
見
れ
ば
一

目
瞭
然
だ
が
、
日
本
は
難
民

を
人
と
人
権
を
認
め
て
い
な

い
。
無
法
の
国
で
あ
る
。
難

民
と
は
諸
事
情
か
ら

自
国
の
弾
圧
か
ら
国

外
に
逃
亡
し
た
結
果

起
き
る
こ
と
だ
。 

 

国
際
的
に
は
難
民

条
約
が
あ
り
、
日
本
も

一
九
八
二
年
に
締
結

し
て
い
る
。
そ
こ
に
は
「
ノ

ン
・
ル
フ
ー
ル
マ
ン
原
則
」

が
あ
り
、「
難
民
は
迫
害
の
恐

れ
の
あ
る
国
や
地
域
に
強

制
送
還
し
て
は
な
ら
な
い
」

と
し
た
国
際
法
条
約
の
大

原
則
が
あ
る
。 

 

改
正
法
は
こ
れ
に
違
反

す
る
悪
法
で
あ
る
。
し
か
も

難
民
が
難
民
認
定
を
申
請

し
て
も
、
日
本
は
〇
、
四
％

し
か
認
め
な
い
、
絶
望
的
な

難
民
鎖
国
な
の
だ
。 

 

日
本
で
は
外
国
人
を
嫌

う
あ
ま
り
、「
日
本
は
単
一

民
族
だ
」
と
暴
言

を
吐
く
首
相
ま
で

い
た
が
、
外
国
人

の
人
権
を
無
視
し
、

弾
圧
す
る
側
の
日

本
で
、
人
権
無
視

の
国
家
と
な
る
。

許
さ
れ
な
い
。 

 

次
が
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
法
で
あ
る
。

「
性
的
少
数
者
を
差
別
す
る

な
」
と
い
う
声
を
、
国
民
み

ん
な
が
安
心
し

て
生
活
で
き
る

た
め
に
留
意
す

る
」
な
ど
と
い

い
か
え
、
実
態

的
に
は
差
別
を

さ
せ
な
い
法
で

は
な
く
な
っ
た
。 

 

会
期
末
に
こ
れ
を
自
公
と

維
新
、
国
民
の
修
正
案
を
た

っ
た
一
日
で
強
行
し
た
こ
と

で
、
国
会
と
政
府
は
、
人
権

や
少
数
者
を
守
る
意
識
の
欠

落
し
た
政
治
と
な
る
。 

 

こ
の
悪
法
の
根
底
に
は
、

性
的
志
向
や
少
数
者
を
認
め

ず
、
こ
れ
を
国
家
や
家
族
と

い
う
一
語
で
縛
り
、
画
一
化

を
求
め
る
思
想
で
あ
る
。
こ

れ
は
正
し
く
な
い
。 

 

そ
の
一
例
の
歴
史
的
な
事

件
と
人
権
感
覚
を
振
り
返
る
。 

第
二
次
世
界
大

戦
下
の
イ
ギ
リ
ス

に
ア
ラ
ン
・
チ
ュ
ー

リ
ン
グ
（
写
真
）
と

い
う
天
才
的
な
数

学
者
が
い
た
。
彼
は

連
合
国
軍
に
呼
ば

れ
、
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
軍
の

暗
号
「
エ
ニ
グ
マ
」
の
解
析

を
命
じ
ら
れ
る
。
そ
こ
で
彼

は
世
界
一
難
読
の
暗
号
の
解

読
に
成
功
し
、
世
界
大
戦
終

結
を
二
年
早
め
、
千
数
百
万

人
の
命
を
救
っ
た
と
さ
れ
る
。 

 

こ
の
と
き
彼
が
作
っ
た
解

析
機
械
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

の
先
駆
け
と
な
り
、

現
代
は
「
Ａ
Ｉ
の

父
」
と
さ
れ
る
が
、

当
時
、
こ
の
事
実
は

軍
事
的
機
密
と
さ

れ
た
。 

 

と
こ
ろ
が
一
九
五

〇
年
の
イ
ギ
リ
ス

で
は
同
性
愛
者
は
違
法
で
あ

っ
た
。
チ
ュ
ー
リ
ン
グ
は
同

性
愛
者
で
あ
る
こ
と
が
発
覚

し
、
逮
捕
さ
れ
、
有
罪
と
な

る
。 

 

世
界
大
戦
で
ド
イ
ツ
を
破

っ
た
最
大
の
功
労
者
で
あ
る

が
、
そ
の
軍
事
的
機
密
の
中

で
、
彼
の
存
在
と
能
力
は
世

に
は
知
ら
さ
れ
ず
、
彼
は
失

意
の
う
ち
に
服
毒
自
殺
を
す

る
。
四
一
歳
の
若
さ
で
あ
っ

た
。 

 

こ
の
経
過
を
イ
ギ
リ
ス
政

府
は
反
省
し
、
同
性
愛
の
違

法
を
改
正
し
、
首
相
が
チ
ュ

ー
リ
ン
グ
（
故
人
）
に
謝
罪

し
、
恩
赦
を
与
え
、
彼
の
名

誉
を
復
活
さ
せ
る
。 

 

現
代
は
Ａ
Ｉ
の
時
代
で
、

世
界
中
の
人
々
が
チ
ュ
ー
リ

ン
グ
の
お
か
げ
で
ネ
ッ
ト
や

ス
マ
ホ
で
の
生
活
が
で
き
て

い
る
。
い
わ
ば
世
界
の
人
々

の
恩
人
で
あ
る
。 

 

こ
の
よ
う
に
人

の
能
力
と
存
在
価

値
は
、
性
的
志
向

と
は
無
関
係
で
あ

り
、
法
で
こ
れ
を

処
罰
す
る
こ
と
は

人
権
無
視
の
言
語

道
断
の
国
家
の
犯

罪
で
あ
る
。 

 

わ
が
日
本
で
も
同
性
婚
を

認
め
な
い
こ
と
を
違
法
だ
と

の
高
裁
判
決
が
出
始
め
て
い

る
が
、
ま
だ
国
は
違
う
。
人

の
権
利
は
憲
法
で
保
障
さ
れ

て
は
い
る
が
、
日
々
、
個
人

が
た
た
か
わ
な
け
れ
ば
権
利

は
守
ら
れ
な
い
か
ら
だ
。 

難民条約締結国の難民認定率 

2019年難民国別

認定定状況 
難民認定数 難民認定率 

カナダ 27,168  55.70% 

イギリス 16,516  46.20% 

アメリカ 44,618  29.60% 

ドイツ 53,973  25.90% 

フランス 30,051  18.50% 

日本 44  0.40% 

 

 

全労協・郵政産業労働者 

ユニオン長崎中郵支部 

機関紙「みらい」 

ＮＯ．４357 

`23 年6月16日（金） 

℡･Fax 095-828-1953 

  文責 支部書記長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期間雇用パート労働者の皆さん! 困リごとは職場の郵政ユニオンへご相談を。      

1 集-海江田, 2 集-向井, 3 集-山田, 支部・分会の役員へ。        


